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 近年、第４次産業革命（Industry 4.0）や超スマート社会（Society 5.0）の実現に向けて、人工知能やビッグデー

タ、IoT（モノのインターネット）やブロックチェーン（分散型台帳）などのテクノロジーに注目が集まっている。そ

して、これらの日進月歩で進化するテクノロジーを用いて、利便性・汎用性が高く、コスト競争力があり、新しい付

加価値を創出するサービスがさまざまな業界で登場している。 

 実際に、金融業界では、これらの新しいテクノロジーを活用した「フィンテック（Fintech）」が話題になっている

が、金融以外の分野においても「クロステック（X-Tech）」と呼ばれる広がりが急速に広がりつつある。その動きは、

ともすると保守的で伝統的だと揶揄されることもある不動産業界も例外ではなく、「不動産テック（PropTech）」と呼

ばれる新しい不動産サービスが国内外で次々と登場している。 

 それでは、そもそも不動産テックとは何だろうか。不動産業界における従来のデジタル化や IT活用と何が異なるの

だろうか。今後の不動産業界は、不動産テックによって、どのような姿に生まれ変わるのだろうか。本稿では、不動

産テックの概要、人工知能とビッグデータに基づいた不動産データサイエンスの新展開、そして今後の方向性につい

て示す。 
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1. 不動産テックとは何か？ 

ここでは、谷山(2018)で示した不動産テ

ックの定義を踏まえ、不動産テックとは何

かについて簡単に整理する。まず、不動産

テック（PropTech）とは、不動産（Property）
とテクノロジー（Technology）を組み合わ

せた造語である1。しかし、その本質は、単

純に不動産業務において情報技術（IT）を

利用するということではない。現在でも、

                                                           
1 不動産テックは、英語では Real Estate Tech, RE Tech, 

PropTech, Real Estatech, CRE Tech などと、さまざまに表

記されることが多いが、本論文では近年グローバルに一

般的に用いられる「PropTech」という記述を用いている。

なお、フィンテックは造語としての FinTech から、一つ

の単語としての Fintech へと、グローバル標準として一

般化されつつあるものの、PropTech に関しては未だ造語

としての意味合いが強いため、現時点においては Tech
を大文字として表記している。 

多くの不動産会社は自社ホームページを開

設しているし、その業務において当然イン

ターネットや電子メールを利用している。 
不動産業界としても、不動産会社間で物

件の情報交換を行うコンピュータ・ネット

ワーク・システム「REINS（レインズ）」が

稼働したのは 1990 年である。当時はパソコ

ンよりもワープロ専用機の方が売れていた

時代であり、当初は REINS のホスト・コン

ピュータに FAX で接続する必要があった

が、現在ではパソコンの普及に伴い、当然

ながらインターネット接続が大半を占める。

つまり、日本国内の不動産業務においても

デジタル化は進んでおり、決して情報技術

（IT）が利用されていないわけではない。 
それでは、この数年で新たに注目されつ

 

 

つある不動産テックとは一体何だろうか。

金融業界におけるフィンテックの動きに感

化され、単に流行り言葉（バズワード）と

してメディアで取り上げられているだけな

のだろうか。実際に、不動産テックに対す

る関心度の推移を見てみると、図１に示し

たように、2016 年頃からグローバルで急速

に高まっている。金融とテクノロジーの融

合としてフィンテックに関心が高まり始め

た 2014 年頃から 2 年ほど遅れて、この不動

産テック（PropTech）という言葉に注目が

集まってきていることが分かるだろう。 
 

図１ 不動産テック（PropTech）とフィンテック（FinTech）の注目度の推移 

 
注）それぞれの検索ボリュームの最大値を 100 としたもの 
出所）Google Trends より筆者作成 
 
 
現在、グローバルに注目を集めている不

動産テックは、一言で言えば、「不動産に関

連する個々の事業・サービスに対して、さ

まざまな先端テクノロジーを活用して、新

たな付加価値を生み出す概念」となる。た

だし、一口に不動産と言っても関連するビ

ジネスやサービスは、取得・開発から、分

譲・賃貸仲介、資産・物件管理、査定・調

査、投資・融資など極めて多岐にわたる。

また、これらの個々の機能・サービスに対

して応用するテクノロジーの範囲も非常に

幅広い。IoT やビッグデータ、人工知能だ

けではなく、スマートフォンや VR（仮想

現実）などのデバイス機器、SNS や位置情

報、そしてブロックチェーンなどを用いた

サービスが続々と登場している。 
そして、フィンテックが過去の金融技術

革新とは明らかに異なる性質を帯びている

のと同様に、不動産テックも過去の単なる

「デジタル化」とは大きく異なる性質があ

る。それは、業務プロセスや特定の作業を

効率化するためにデジタルツールを活用す

るのではなく、新しいビジネスモデルを構

築し、事業を変革させるためのデジタル化

であることである。 
後者のデジタル化は、米国のガートナー

社が提唱した「デジタライゼーション

（digitalization）」であり、前者は従来の「デ

ジタイゼーション（digitization）」となる。

日本語で言えば両者とも「デジタル化」で

あるが、不動産テックは不動産業界におけ

るデジタイゼーションではなく、不動産業

界のデジタ“ラ”イゼーションであること

に留意すべきである。これも両者の関心度
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